
＜事例概要＞

①80歳代、特発性正常圧水頭症疑いのため予定入院した患者。
②認知症の既往、食物による窒息歴あり。介護施設では全粥・一口大で、早食い傾向あ
り。
③外来通院時の診療録を確認し、常食と入力。
④初回食で常食を提供。デイルームに配膳され、車椅子で移動し食事摂取開始。自己摂
取でむせていないことを確認し、介助者は退室。約15分後に口腔内に食物をため込み、
呼吸停止の状態で発見。口腔内の食物を用手除去し吸引。胸骨圧迫を開始し、院内緊急
コールを実施。約 7 時間後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）無。
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